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本校では，１年生で高齢者施設との交流活動において介護や福祉に

ついて考え，２年生で職業について学び将来の生き方について考え，３

年生で保育施設との交流を行い，命や社会とのつながりを学びます。ま

た，全学年を通し，安心・安全な社会の実現のために情報モラル，交通

安全，風水害，薬物乱用防止について学んでいます。 

本年度３年生では，消防署より講師を 

お招きして救命講習を行いました。胸骨 

圧迫や人工呼吸による心肺蘇生救命法と， 

AED の使用方法を３年生全員が学びまし 

た。いざという時に落ち着いて対応でき 

るように，みんな真剣に受講しました。       

 

 

倉永小学校では，６年生の総合的な学習の時間に，高齢者福祉につい

て学習を行っています。図書の本で調べたり，体験セットを用いて疑似

体験したりして，高齢者の方にとって思い通りに体を動かすことが難し

いことや，日常生活に孤独感を感じていることを知りました。そこで，自

分たちにできることとして，介護施設の訪問を計画しました。利用者の

方とのコミュニケーションや，昔を思い出し 

てもらえるようなクイズ，歌の発表を行い 

利用者の方を笑顔にすることができました。 

この学習の一環として，コミュニティセン 

ターでの児童による読み聞かせも，年間を通 

して行っています。 

命を守る ～安心・安全な社会のための備え～ 歴木中学校  

７月２８日（金），本年度の【ユネスコスクール・SDGs／ESD 交流会】

がおおむたハイツで開催されました。学校，市政，企業などが，未来の大牟

田を創造しながら具体的に取組を考え，交流するワークショップを通して，

「ユネスコスクール・ESD のまち  

おおむた」の横のつながりを広げる 

ことができました。本交流会に参加 

された先生方はぜひ，各校で情報共 

有し，２学期以降の実践に生かして 

いただきたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度ユネスコスクール・ＳＤＧｓ/ＥＳＤ交流会が開催されました。 

学びを通してつながりを広げる 

持続可能な社会づくりに向けた思いを、児童生徒が堂々と発表しました。 

７月５日（水），大牟田市青少年健全育成弁論大会が大牟田文化会館で開

催され，小学校から高校まで代表２０名の弁士が集い，それぞれの主張を

堂々と発表しました。ふるさとのまちづくりに関することや，地球環境に関

すること，人権に関すること，アニマ 

ルウェルフェアに関すること，自分自 

身の生き方に関することなど，どれも 

各弁士の強い思いが感じられる素晴ら 

しい内容でした。大牟田が取り組んで 

きたＥＳＤが，確実に実を結んでいる 

事が感じられる大会でした。 

 
 
 
 

倉永スマイル ～私たちにできること～  倉永小学校 


